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案
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号

特
別
職
の
職
員
で
常
封
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
朋
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
放
資
に
関
す
る
条
例
の
t
部
を
改
正
す
る
こ
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に
つ
い
て
､
地
方
自
準
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
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議
会
の
議
決
を
求
め
る
o

昭
和
四
十
七
年
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月
十
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鮫
愛
敬
長
牧
田
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二

∫

三
朝
町
条
例
第
　
.
.
号

特
別
職
の
城
見
で
常
軌
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
膚
把
湘
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

特
別
職
の
城
見
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
凍
費
に
関
す
る
条
例
(
昭
和
四
十
五
年
三
胡
町
条
例
窮
五
号
)

歯
山
部
を
次
の
ェ
う
に
改
正
す
る
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五
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円

一
初
八
､
0
0
0
円
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八
確
行
朔
日
等
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､
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こ
の
条
例
は
､
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
､
昭
和
四
十
六
年
十
月
-
日
か
ら
適
用
す
る
｡
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(
給
与
の
内
払
)

.
1
　
改
正
前
の
常
別
蛾
の
･
#
鼻
で
常
轟
の
も
旬
の
給
与
及
び
凍
蛍
に
紹
す
る
条
例
の
規
定
誓
華
つ
い
て
'
碍



雷
十
歪
十
月
言
か
ら
こ
の
条
例
′
の
苑
絹
-
-
-
で
-
に
,
尊
鳳
敬
の
讐
芸
常
功
の
も

の
笠
払
わ
れ
た
雪
は
､
改
正
後
-
剰
確
の
誓
崇
言
:
芸
も
の
の
-
及
び
凍
壁
に
関
､
…
宗

の
規
由
に
よ
る
給
与
の
内
払
と
み
を
す
.
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